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＜よかった点＞
＜改善できると思われる点＞⇒どうやったら改善できる？

＜評価方法＞

１．評価事項
	「内容」

	・  きちんと定義がなされているか＜定義＞　：野党がかってに定義したら減点／与党の定義が公平でディベート全体に好影響をもたらしたら加点、アンフェアなら減点
・  発言の内容は、発言全体を通じてモーション・定義と関連していたか＜関連性＞　：与党が定義付けしても無意味な定義であった場合、野党が定義を受け入れなかった場合は、減点
・　発言は、多面的な分析が加えられ、論理的に整理されたものであったか＜分析＞
・　主張の理由が的確な証拠や事実によってきちんと支えられていたか＜説得力＞

	「戦略」

	・　反駁をきちんと行っていたか、それは的を射たものであったか＜反駁＞
・　発言の構造は、わかりやすかったか＜構造＞： 

・　発言の時間的配分が適切であったか＜時間配分＞：30秒前より前に終了、規定時間30秒経過の合図まで話していたら減点
・　役割分担が適切であったか、サマリー・スピーチはわかりやすかったか＜チーム・ワーク＞　：サマリー・スピーチでの新しい話題・新しい証拠等の提示で減点／与党サマリーでの野党第二スピーカーへの新材料での反駁で減点

	「スタイル」

	・　前を向いて発言していたか。大きな声で発言していたか。　けんか腰になっているような場合、減点の対象。


２．採点の目安

5点：たいへん良くできていた／4点：良くできていた／3点：普通（標準）／2点：あまり良くできていなかった／1点：良くできていなかった
